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あ
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本
年
度
も
『
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財
団
法
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日
本
習
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育
財
団
　
学
術
研
究
助
成
成
果
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』
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
か
ら
の
改
元
、
そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
、
今
、
わ
が
国
は
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
、そ
の
豊
か
な
伝
統
文
化
に
も
眼
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
も
留
学
生
の
研
究
論
文
が
載
録
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
学
術
研
究
助
成
制

度
が
、
い
わ
ば
国
際
学
術
交
流
の
一
面
を
有
し
て
き
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
進
む
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
つ
つ
、
書
学
書
道
文
化
の
振
興
発
展
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
、
今
後
も
弛

ま
ぬ
精
進
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
審
査
委
員
・
査
読
委
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
多
く
の
ご
指
導
・
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
二
〇
一
八
年
　
三
月
三
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
　
理
事
長
　
甲
地
史
昌



4

　
　
助
成
研
究
企
画
　
審
査
所
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
助
成
審
査
委
員
長
　
古
谷
　
稔

　
現
代
日
本
に
お
け
る
文
化
的
基
盤
を
成
す
の
は
、
や
は
り
文
字
で
あ
り
、
漢
字
と
か
な
を
交
え
た
表
記
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
教
科
書
を
は
じ
め
、
新
聞
そ
の
他
小
説
か
ら
絵
本
に
至
る
ま
で
、
印
刷
本
が
大
き
な
勢
力
を
維
持
し
て
お
り
、
一
方
、
近
年

で
は
電
子
書
籍
な
ど
も
流
行
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
と
か
な
は
、
私
た
ち
日
本
人
に
は
一
心
同
体
と
も
い

う
べ
き
存
在
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、文
字
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
本
企
画
が
対
象
と
す
る
の
は
、

手
書
き
に
よ
る
文
字
に
接
点
を
置
い
た
習
字
・
書
写
書
道
教
育
お
よ
び
そ
の
関
連
分
野
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
古
く
中
国
大
陸
か
ら
漢
字
を
取
り
入
れ
た
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
時
代
ご
と
に
大
陸
の
影
響
を
受
け
つ

つ
も
わ
が
国
な
ら
で
は
の
書
が
発
展
し
、
多
彩
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
存
す
る
文
化
遺
産
に
も
窺
え
る
通
り
で
す
。
そ
れ
ら
を

確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
の
伝
統
を
未
来
に
繋
げ
る
べ
く
、
現
代
日
本
の
抱
え
る
課
題
が
様
々
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
度
の
テ
ー
マ
も
国
の
内
外
に
及
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
各
領
域
担
当
の
先
生
方
に
よ
っ
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
か
つ

査
読
委
員
の
査
読
に
よ
り
、
成
果
論
文
集
上
梓
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
的
な
所
感
と
し
て
、
さ
ら
に
将
来
を
見
据
え
た
最
重

要
課
題
に
注
目
さ
れ
、
書
写
・
書
道
に
隣
接
す
る
分
野
と
の
密
な
る
関
連
に
も
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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査
読
審
査
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査
読
委
員
長
　
大
橋
修
一

　
本
年
も
『
公
益
財
団
法
人 

日
本
習
字
教
育
財
団
　
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
を
刊
行
す
る
。
早
く
も
第
四
回
を
数
え
、
論

文
の
質
・
量
と
も
に
充
実
し
、
今
回
は
七
編
の
成
果
が
載
録
さ
れ
た
。
各
論
文
に
つ
い
て
の
所
感
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
は
、
内
田
誠
一
を
研
究
代
表
者
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
、「
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
短
冊
の
諸
相
―
文
事
・
蒐
集
・
影
印

の
周
辺
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
二
年
に
跨
る
研
究
の
最
終
成
果
で
あ
る
。
先
年
の
成
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
広
く
資
料
を
渉
猟

し
て
い
る
。
②
の
髙
橋
佑
太
「
張
祖
翼
『
磊
盦
金
石
後
編
草
』
初
探
」
は
浙
江
図
書
館
で
の
実
見
調
査
に
基
づ
く
貴
重
な
基
礎
研
究

で
あ
る
。
限
ら
れ
た
研
究
期
間
内
で
、成
果
を
纏
め
き
っ
た
と
は
言
い
難
い
が
、研
究
の
継
続
に
期
待
し
た
い
。
③
の
杉
山
勇
人
「
近

代
日
本
に
お
け
る
筆
記
具
の
変
遷
史
―
習
字
・
書
写
書
道
教
育
の
基
礎
研
究
と
し
て
―
」
は
筆
記
具
使
用
状
況
の
実
態
に
つ
い

て
、
多
方
向
か
ら
考
察
し
た
説
得
力
の
あ
る
論
考
で
あ
る
。
特
に
数
値
の
算
出
に
対
す
る
緻
密
さ
に
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

④
の
鈴
木
貴
史
「
芸
能
科
「
習
字
」
に
お
け
る
思
想
教
育
―
石
橋
啓
十
郎
の
教
育
書
道
論
を
中
心
と
し
て
―
」
は
関
係
資
料
を

詳
細
に
調
査
し
、
堅
実
な
論
考
と
な
っ
た
。
⑤
は
橋
本
栄
一
を
研
究
代
表
者
と
す
る
グ
ル
ー
プ
研
究
「「
東
京
学
芸
大
学
蔵
日
高
秩

父
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
、
特
に
日
高
の
備
忘
録
に
つ
い
て
は
資
料
的
価
値
も
高
く
、
更
な
る

考
察
を
期
待
し
た
い
。
⑥
の
富
川
展
行
「
学
習
者
主
体
の
学
び
―
経
験
学
習
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
―
」
は
、コ
ル
プ
の
「
経
験
学
習
」

サ
イ
ク
ル
を
実
際
の
書
写
の
授
業
に
用
い
た
実
践
研
究
で
あ
る
。
今
後
は
、
広
く
一
般
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
授
業
方
法
な
ど
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
期
待
し
た
い
。
⑦
は
、
張
月
「
中
国
に
お
け
る
小
中
学
校
書
法
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
―
教

材
と
教
員
、
教
学
方
法
の
考
察
を
中
心
に
―
」
で
、
中
国
で
の
小
中
学
校
書
法
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
、
事
例
を
も
と
に
報
告
し
、

興
味
深
い
内
容
と
な
っ
た
。

　
助
成
対
象
者
が
、
こ
れ
を
機
に
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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